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同
和
問
題

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
新
し
い
問
題

　

香
川
県
で
は
８
月
を
「
同
和
問
題
啓

発
強
調
月
間
」
と
定
め
、
期
間
中
、
テ

レ
ビ
で
啓
発
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
流
し
た

り
、
各
地
で
講
演
会
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
同

和
問
題
の
改
善
が
進
み
ま
し
た
。
し
か

し
、
新
た
な
問
題
も
起
き
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用

し
た
差
別
情
報
の
書
き
込
み
な
ど
で
す
。

ネ
ッ
ト
上
に
は
同
和
地
区
の
住
所
や
地

区
の
風
景
写
真
を
掲
載
し
た
も
の
、
同

和
地
区
関
係
者
を
誹
謗
中
傷
す
る
書
き

込
み
な
ど
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

２
０
１
６
年
３
月
29
日
、『
復
刻
全

國
部
落
調
査
』
と
い
う
書
籍
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
さ
れ

ま
し
た
。
全
国
の
同
和
地
区
一
覧
を
記

載
し
、
部
落
差
別
を
助
長
す
る
お
そ
れ

が
強
い
と
し
て
、
前
日
に
横
浜
地
裁
が

出
版
、
販
売
、
頒
布
の
禁
止
お
よ
び
回

収
の
仮
処
分
を
出
し
て
い
た
も
の
で
す
。

部
落
差
別
解
消
法

　

最
近
の
深
刻
な
事
態
を
受
け
、
政
府

は
２
０
１
６
年
12
月
、
部
落
差
別
解
消

法
（
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
法
律
）
を
施
行
し
ま
し
た
。「
部
落

差
別
」
の
文
字
を
冠
し
た
初
の
法
律
で
、

最
も
新
し
い
人
権
法
で
す
。

　

同
法
に
は
部
落
差
別
を
禁
止
す
る
条

項
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
国
民
の
責
務
も

書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
同
法

は
、
部
落
差
別
を
解
消
す
る
た
め
に
国

お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
を
定
め
、

今
後
の
取
り
組
み
に
実
効
を
求
め
る
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
一
条
で
は
、
「
部
落
差
別
は
許
さ

れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
に

こ
れ
を
解
消
す
る
こ
と
」
が
重
要
だ
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
国
や
自
治

体
な
ど
行
政
機
関
に
対
し
て
、
①
相
談

体
制
の
充
実
、
②
教
育
お
よ
び
啓
発
、

③
部
落
差
別
の
実
態
調
査
の
３
事
業
を

課
し
て
い
ま
す
。（
同
法
四
条
以
下
）。

　

な
お
、
同
法
は
国
や
自
治
体
に
対
し

て
「
部
落
差
別
を
解
消
す
る
必
要
性
に

対
す
る
国
民
一
人
ひ
と
り
の
理
解
を
深

め
る
よ
う
努
め
る
こ
と
」
を
義
務
付
け

て
い
ま
す
。
同
和
施
策
の
実
施
に
あ
た

っ
て
行
政
の
取
り
組
み
を
一
層
充
実
さ

せ
、
同
和
問
題
の
一
日
も
早
い
解
決
に

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
近
の
差
別
事
象

　

部
落
差
別
解
消
法
は
、
現
在
も
部
落

差
別
が
存
在
し
て
い
る
と
し
、
そ
の
早

急
な
解
決
が
必
要
だ
と
立
法
趣
旨
を
述

べ
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
残
念
な
が
ら

差
別
事
件
は
な
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

次
の
事
例
は
そ
の
一
部
で
す
。

・
２
０
１
２
年　

県
内
複
数
の
自
治
体

で
東
京
の
司
法
書
士
ら
が
戸
籍
謄
本

な
ど
の
個
人
情
報
を
不
正
に
取
得
し

て
い
た
こ
と
が
発
覚
。

・
２
０
１
３
年　

高
松
市
役
所
に
「
○

○
は
同
和
地
区
か
」
と
、
男
性
が
結

婚
相
手
の
身
元
を
電
話
で
尋
ね
る
。

・
２
０
１
４
年　

丸
亀
で
母
親
が
娘
の

結
婚
問
題
で
差
別
発
言
し
た
こ
と
が

発
覚
。

・
２
０
１
５
年　

県
議
選
仲
多
度
一
区

で
「
暴
力
団
の
６
割
は
同
和
」
と
の

政
見
を
候
補
者
が
公
報
に
掲
載
。

・
２
０
１
６
年　
Ｊ
Ｒ
四
国
本
社
宛
て

に
差
別
言
葉
を
複
数
書
い
た
ハ
ガ
キ

３
通
が
配
達
さ
れ
る
。

・
県
内
宅
建
業
者
の
36
％
が
、
物
件
が

同
和
地
区
か
ど
う
か
質
問
さ
れ
た
。

22
％
は
調
査
会
社
か
ら
地
域
の
評
判

な
ど
を
聞
か
れ
、
そ
の
42
％
が
同
和

地
区
を
意
識
し
た
質
問
（
２
０
１
０

年
県
住
宅
課
調
査
）。

同
和
名
乗
る
不
当
要
求

　

同
和
団
体
を
名
乗
っ
て
高
額
図
書
を

押
し
売
り
し
た
り
、
入
札
や
認
可
申
請

に
圧
力
を
加
え
る
不
当
行
為
を
「
え
せ

同
和
行
為
」
と
呼
び
ま
す
。
法
務
省
は

「
え
せ
同
和
行
為
」
は
こ
れ
ま
で
の
啓

発
効
果
を
一
挙
に
覆
し
、
同
和
問
題
に

対
す
る
誤
っ
た
意
識
を
植
え
付
け
る
大

き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
」
と
し
て
毅

然
と
し
た
対
応
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

電
話
で
高
額
図
書
の
押
し
売
り
が
あ

っ
た
場
合
は
、
①
い
ら
な
い
も
の
は

「
い
り
ま
せ
ん
」
と
断
っ
て
電
話
を
切

る
、
②
契
約
し
て
い
な
い
も
の
を
送
り

付
け
ら
れ
た
と
き
は
返
送
す
る
（
費
用

は
先
方
着
払
い
）。
包
み
を
開
け
て
も

中
の
書
籍
を
破
損
し
な
け
れ
ば
問
題
は

な
い
、
③
契
約
を
取
り
消
す
場
合
は
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
を
利
用
す
る
。
契

約
（
ま
た
は
口
約
束
）
か
ら
８
日
以
内

に
内
容
証
明
書
で
「
契
約
を
解
約
す
る
」

と
書
い
て
送
り
返
す
。

じ
ん
け
ん
探
訪
57

▼
問
い
合
わ
せ

　

人
権
課　

☎
73
・
３
０
０
８

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

　　
　
　

８
月
21
日
（
月
）
〜
25
日
（
金
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
　
　

※
８
月
22
日（
火
）は
休
み

　
　
　
　

25
日（
金
）は
正
午
ま
で

　
　
　

マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

　
　
　

８
月
29
日
（
火
）

　
　
　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　
　
　

マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
杉
聰
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
市
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
学
元
教
授
）

　
　
　
「
部
落
史
は
変
わ
っ
た
」

※
耳
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
、

　

手
話
・
要
約
筆
記
を
し
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
・
パ
ネ
ル
展

人
権
・
同
和
問
題
講
演
会

日
時

場
所

場
所

日
時

講
師

演
題

振
り
込
め
詐
欺
撃
退
装
置
を

無
料
で
貸
し
出
し
ま
す

　

特
殊
詐
欺
な
ど
の
被
害
防
止
の
た
め

に
、
三
豊
警
察
署
で
は
『
振
り
込
め
詐

欺
撃
退
装
置
』
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

装
置
は
電
話
機
に
コ
ー
ド
を
接
続
す

る
だ
け
で
取
り
付
け
ら
れ
ま
す
。
詐
欺

の
犯
人
や
、
悪
質
な
勧
誘
業
者
は
自
分

の
声
を
録
音
さ
れ
る
の
を
嫌
い
ま
す
の

で
、
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
い
て
電
話

を
切
る
可
能
性
が
上
が
り
ま
す
。
ま
た
、

詐
欺
な
ど
の
電
話
に
出
て
し
ま
っ
て
も
、

自
動
で
会
話
が
録
音
さ
れ
ま
す
。
貸
し

出
し
を
希
望
す
る
場
合
は
、
三
豊
警
察

署
生
活
安
全
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

対
象
者　

市
内
に
住
む
65
歳
以
上
の
人

貸
出
期
間　

原
則
６
カ
月
間

※
期
間
終
了
後
は
、
三
豊
警
察
署
に
返

　

納
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
紛

失
、
損
壊
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、

購
入
費
用
を
負
担
し
て
も
ら
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。

・
台
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

予
定
台
数
に
達
し
た
場
合
は
、
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

三
豊
警
察
署
生
活
安
全
課

　

☎
72
・
０
１
１
０

No.10

　「今年の桃は天候に恵まれ例年になく良い出来。保存
が利かないから、良いと思ったらすぐ買ったほうがいい
よ」と話すのは、ＪＡ香川県三豊もも部会部会長の豊嶋
貞美さん。
　早生品種 “ちくま” は、５月下旬に袋がけをし、６月
下旬頃収穫します。果実はカリカリとした食感でさっぱ
りとした味。一方、市内で多く栽培されているのが、晩
成品種の “あかつき” 。大玉で上品かつ濃厚な味が特徴で
す。主に福岡県などの北九州地方に贈答用として出荷さ
れるほか、市内ではスーパーや産直などで８月上旬頃ま
で販売されています。
　“桃・栗３年、柿８年”ということわざがあります。
しかし、実際のところ桃の大きさや味が安定し、
出荷できる商品になるまで５年はかかると豊嶋
さんは言います。「おいしい桃を見分けるには、
まずは大きさを見ること。大きいほど甘みが安
定して上品な味になるからね。さらに皮の色が
薄くピンクがかっていると食べ頃なんだよ」と
見分け方のコツも教えてくれました。

際立つ甘さ。今年の桃をご賞味あれ！

7
Vol.

み
と
よ
の

み
と
よ
の
旬
を

い
た
だ
き
ま

い
た
だ
き
ま
す！

▼問い合わせ　農業振興課　☎７３－３０４０
ＪＡ香川県三豊もも部会
部会長　豊嶋 貞美さん

①早生品種の「ちくま」。カリカリとし
た食感が好きな人にオススメ。②桃は一
つひとつ手作業で収穫。１本の木に千個
の実がなる木もあるそう。③桃畑で見か
ける黄色い電灯。桃の蜜を吸う夜蛾を、
黄色い光で追い払います。

対
象
者

貸
出
期
間

注
意
事
項

振り込め詐欺撃退装置詐欺撃退装置で
被害被害を防止防止！

振り込め詐欺撃退装置で
被害を防止！

この電話は、振り込め詐欺などの犯罪
被害防止のため、会話内容が自動録音
されます。

 ▶電話工事不要で取り付け簡単電話工事不要で取り付け簡単

 ▶ ▶呼出音が鳴る前に警告メッセージで応答呼出音が鳴る前に警告メッセージで応答

 ▶ ▶全ての会話を自動で録音全ての会話を自動で録音

 ▶電話工事不要で取り付け簡単

 ▶呼出音が鳴る前に警告メッセージで応答

 ▶全ての会話を自動で録音

・・・・警告メッセージ内容・・・・


